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ゲレンデの

小さな飛ばし屋たち

「早く滑りたいよ.ﾉ」子どもたちは，体中

で喜びを表わしています。

松ヶ丘保育園では，体力づくりやバランス

感覚を養うため，毎月1回，高萩大心苑人工

スキー場でスキー教室を行っています。

準備運動や歩行練習が終わると， さっそく

ボーゲンや直滑行で，ゲレンデを一気に滑り

降り， スイスイと飛ばし，楽しそうにスキー

を操っていました。

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
ニ
フ

ー
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ふ
ま
’
）
よ
声
フ

ー
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
津
フ 市

民
憲
章

高萩市の生んだ作家たち②

身近な税，文化会館もよおし

もの，年末年始のお知らせ

･秋の叙勲

第18回高萩市民号東京遊覧

･国民体育大会で第2位に入賞

３
４
６

■
、
く
、
ｕ

や
で
■
Ⅱ
ユ

叩
〉

●
一

７
皿主なもくじ
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市の発展に尽くふI(た11人と

1団体を表彰
ほう

第17回市民表彰・褒賞

口
第
十
七
回
市
民
表
彰
・
褒
賞
が
《
十
一
月
二
十
二
日
脚
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
表
彰
・
褒
賞
は
、
市
の
発
展
の
た
め
に
各
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
市
民
表
彰
七
人
、
市
民
褒
賞

四
人
と
一
団
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

口
昭
和
四
十
四
年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
、

監
査
委
員
と
し
て
、
本
市
の
行
政
に
尽

力
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
〃
高
萩
の
植

物
〃
発
刊
に
あ
た
り
、
市
内
の
植
物
研

究
家
の
第
一
人
者
と
し
て
編
集
副
委
員

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
と
し
て
各
種
講
演
会
の
講
師
を
務
め

る
と
と
も
に
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

第
一
専
門
部
会
長
を
務
め
、
市
民
憲
章

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
と
し
て

行
政
に
尽
力

商
業
の
振
興
に
貢
献

而
昆
義
彰

ぼおみつ

大都直光さん
78歳

（安良川）

一一

､ー

昭
和
四
十
八
年
か
ら
高
萩
市
商
工
会

理
事
を
務
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十

五
年
か
ら
は
高
萩
ス
タ
ン
プ
会
会
長
と

し
て
、
高
萩
市
の
商
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
、
高

萩
市
民
生
委
員
と
し
て
、
本
市
の
社
会

福
祉
行
政
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
か
ら
昭
和
六
十
三
年

ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
、
本
市
の
農
業
振
興
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
農
業
経
営
者
の
良

き
相
談
役
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

農
業
の
振
興
に
寄
与

けい じ

安藤啓次さん
75歳

（春日町）

よしたか

大高喜隆さん
72歳

（高戸）

昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
、
毎

朝
夕
、
高
浜
町
二
丁
目
地
域
の
清
掃
や

じ
ん
か
い

高
萩
中
学
校
の
草
刈
り
、
塵
芥
回
収
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
環
境
美
化
の

模
範
と
し
て
、
本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
肥
前

山
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
組
合

を
良
く
取
り
ま
と
め
、
納
税
成
績
の
向

上
を
通
じ
て
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
納

税
貯
蓄
組
合
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
に
尽
力

税
務
行
政
の
運
営
に
貢
献

農
業
土
木
行
政
の

進
展
に
寄
与

（
）

関二郎さん
72歳

（高浜町）

坂本二郎さん
70歳

（肥前町）

鈴木保さん
69歳

（横川）

昭
和
五
十
年
か
ら
横
川
常
設
区
の
常

設
委
員
と
し
て
、
十
三
年
に
わ
た
り
、

本
市
農
業
土
木
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
、
常
設
委
員
会
の
副
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
の
発
展
の

た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
か
ら
農
業
共
済
損
害

評
価
委
員
と
し
て
、
三
十
六
年
の
永
き

に
わ
た
り
損
害
評
価
の
適
正
化
に
努
め
、

管
内
農
家
の
経
営
安
定
に
尽
力
し
ま
し

た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
の
杉
内
・
川

側
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
設
立

以
来
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
の
完
成
ま

で
五
年
余
り
に
わ
た
り
、
施
行
委
員
長

と
し
て
当
地
区
一
二
・
四
畑
の
ほ
場
整

備
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
評
価
の
適
正
化
に
努
力

篭
嬢灘

観
戯
噂
勤
縄
融
咄
か
稗
聴
、
職
や
斑
瑚
な
《
Ｉ
ｒ

蝦
下山田満男さん

69歳

（上手綱）
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永
い
間
、
造
園
業
を
経
営
し
、
こ
の
昭
和
三
十
年
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
し
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全
育

社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

間
、
公
共
施
設
に
た
び
た
び
樹
木
等
を
協
会
高
萩
支
部
理
事
に
就
任
以
来
、
自
成
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

永
い
間
、
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
寄
付
さ
れ
、
施
設
整
備
に
協
力
す
る
な
ら
率
先
し
て
街
頭
活
動
を
行
い
、
安
全
青
少
年
相
談
員
協
議
会
地
区
班
長
を
務

に
尽
力
さ
れ
、
特
に
、
野
球
に
お
い
て
ど
の
奉
仕
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
．
思
想
、
交
通
道
徳
の
普
及
徹
底
に
努
め
、
め
、
常
に
相
談
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

は
、
長
年
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
高
萩
市
特
に
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
立
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
認
。
蕊
。
蕊
令
謎
。
鴬
。
認
・
認
。
認
。
認
・
認
・
認
。
諒
令
苓
認
。
誌
。
誌
。
謎
。
認
。
謎
。
麓
。
認
。
認
◇
誌
愛
●
認
。
謎
・
認
。
謎
。
認
。
認
。
謎
。
謎
。
認
。
誌
。
認
今
舗
。
舗
。
認
・
謎
。
麓
。
認
。
蕊
。
麓
。
認
・
認
・
詩
。
認
・
認
・
認
・
謎
。
認
。
認
。
謎
。
認
。
認
。
詫
必
蕊
。
純
。
認
必
誌
。
銘
・
認
。
認
・
謎

市内から3人が受章
市
属
褒
賞

は

栄えある

秋の叙勲 岡田勝一さん
71歳

（春日町）

元
高
萩
市
議
会
議
員
の
鈴
木
好
之
さ

ん
例
Ｉ
島
名
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
高
萩

町
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
三
十
三
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
高
萩
町
議
一
期
、
高

萩
市
議
九
期
を
務
め
ら
れ
、
常
に
市
政

の
中
心
と
し
て
、
議
長
職
な
ど
市
議
会

の
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
、
市
政
の

指
導
者
の
養
成
・
組
織
づ
く
り
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

普
及
・
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
備
に
努
力
鯉
亀
醗
蕊
遡
可
鯛
》
》
（
重
脱
雪
Ｅ
博

永
い
間
、
高
萩
市
青
少
年
相
談
貝
と

藤田

､

板橋利雄さん
70歳

（東本町）

よしゆき

鈴木好之さん

勲四等瑞宝章
ー

元
郵
政
事
務
官
の
斎
藤
啓
三
さ
ん
㈹

１
安
良
川
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
郵
政

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲

六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
に
高
萩

郵
便
局
集
配
手
を
命
じ
ら
れ
て
以
来
、

四
十
四
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
多
く

の
業
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

伸
展
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
会
会
長
と
し
て
、
会
の
運
営
に
貢

献
し
、
文
化
行
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
通
安
全
思
想
の

普
及
に
努
力

正夫さん
62歳

（高戸）

けいぞう

斎藤啓三さん

勲六等瑞宝章

元
県
警
部
補
の
石
井
英
さ
ん
㈹
１
石

滝
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
治
安
維
持
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
七
等
青

色
桐
葉
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
に
巡
査

を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
三
十
五
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
外
勤
（
派
出
所
、
駐
在

所
）
勤
務
ひ
と
す
じ
に
、
地
域
住
民
と

の
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
多
く
の

業
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成

活
動
に
貢
献

哨
指
導
は
他
の
模
範
で
あ
り
、
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

かおる

柴田薫さん
53歳

ノー ロ一一一、

（局Pノ

ー

えい

石井英さん

勲七等胄色桐葉章

高
轍
壺
壗
毯
轆
＆
、
十
一
月
五
日
“
に

開
か
れ
た
議
誉
全
員
協
議
会
で
、
時
節

が
ち
、

あ
い
さ
つ

柄
『
年
賀
は
が
き
」
の
年
賀
挨
拶
を
廃

止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
り
新
年
に
「
高
萩
市
議
会
だ
よ

り
」
の
創
刊
号
を
発
行
す
る
予
定
で
す

の
で
、
市
議
会
議
員
全
員
の
年
頭
あ
い

さ
つ
を
掲
載
し
＄
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
ｐ

■
”
緯
一
Ｊ
議
会
事
務
局
Ｉ

青
少
年
の
健
全
育
成
・

非
行
防
止
に
尽
力

昭
和
四
十
二
年
に
高
萩
市
青
少
年
相

談
貝
協
議
会
を
設
立
以
来
、
毎
月
街
頭

補
導
活
動
を
実
施
し
、
青
少
年
の
非
行

防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
「
青
少
年
探
検
講
座
」
を

実
施
、
そ
の
充
実
し
た
活
動
は
県
内
で

も
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
本
市
の

青
少
年
の
非
行
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

高萩市
I

市議会議員の

｢年賀はがき」

虚礼廃止
「
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国
立
博
物
館
を

く
見
学

▲お座敷列車で市長，議長のあいさつ ▲テープカットで出発式

ｑ
五
百
人
乗
り
の
船
で
隅
田
川
下
り

十
一
月
十
九
日
出
、
二
十

日
㈲
の
両
日
、
第
十
八
回
高

萩
市
民
号
が
、
お
座
敷
列
車

で
東
京
遊
覧
の
旅
へ
、
延
べ

四
百
二
十
二
人
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
は
じ
め
て
行
わ
れ

た
お
座
敷
列
車
の
旅
は
、
二

日
目
の
二
十
日
㈲
の
日
程
が

追
加
さ
れ
る
な
ど
、
募
集
の

時
か
ら
大
好
評
で
し
た
。

お
座
敷
列
車
で

東
京
遊
覧
の
旅

第
十
八
回
高
萩
市
民
号

鍵議§蕊

当
日
は
、
高
萩
駅
で
出
発

式
（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）
を
行

っ
た
あ
と
、
さ
っ
そ
く
お
座

敷
列
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

た
ち
ま
ち
、
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
が
飛
び
出
し
、
ど
こ
の

車
両
も
笑
い
顔
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。上

野
の
国
立
博
物
館
や
隅

田
川
下
り
（
十
一
橋
め
ぐ
り
）
、

浜
離
宮
庭
園
、
は
と
バ
ス
で

船
内
か
ら
勝
ど
き
橋
と

４
都
心
を
望
む

蓉
封
齢
謹

蕊
寺ご

‐

の
東
京
タ
ワ
ー
、
迎
賓
館
な
ど

の
都
心
の
車
窓
と
思
い
出
も
い

っ
ぱ
い
。

再
び
、
お
座
敷
列
車
に
乗
っ

て
、
都
心
の
ネ
オ
ン
を
窓
か
ら

眺
め
な
が
ら
、
楽
し
い
旅
の
帰

途
に
着
き
ま
し
た
。

ｑ
浜
離
宮
庭
園
を
散
策

し
得
意
の
の
ど
を
披
露

座
敷
列
車
と
聞
い
て
、
も
し
眠
ら
れ
て
ス
の
中
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
い
る
い

も
大
丈
夫
と
思
い
、
は
じ
め
て
参
加
し
ろ
案
内
し
て
く
れ
て
、
ま
た
添
乗
員
さ

ま
し
た
。
ん
が
一
生
懸
命
に
息
子
に
話
し
か
け
て

帯
を
持
っ
て
の
参
加
で
し
た
が
、
上
く
だ
さ
っ
て
、
お
か
げ
で
眠
ら
ず
に
電

野
か
ら
国
立
博
物
館
、
バ
ス
を
降
り
て
車
に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
づ
讃

か
ら
浅
草
吾
妻
橋
ま
で
歩
く
と
こ
な
ど
電
車
の
中
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
を
は
さ

け
っ
こ
う
早
足
で
、
足
の
弱
い
か
た
な
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

ど
、
つ
い
て
行
く
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
て
、
ゆ
っ
た

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
－
、
と
思
っ
て
い
り
と
く
つ
ろ
げ
て
と
て
も
楽
し
い
一
日

ま
し
た
が
、
息
子
は
元
気
よ
く
、
最
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。１

理
場
に
立
っ
た
親
切
な
行
政
〃
〃
真
心
の
こ
記
名
、
無
罫
跨
臼
咋
か
か
わ
卜
呈
え
鬮
た
垂

密
も
っ
た
行
政
〃
を
実
現
し
て
い
く
た
め
く
さ
ん
の
市

蚕
に
、
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」

市
民
サ
ー
ビ

和
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
し
て
の
意
見
浄
壽
お
寄
抄
７
鳥
堂
月
唄
葺
垂

唖
こ
の
た
め
、
十
月
か
ら
職
場
研
修
や
な
お
、
記
糾
で
市
長
へ
音
省
繕
感
量
筵
》

壁
一
係
一
提
案
制
度
な
ど
を
実
施
し
て
、
提
言
さ
れ
た
か
た
に
瞳
尽
謂
豊
黛
紅
賢
”
》

函
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
手
紙
」
で
返
事
を
ｌ
旱
点
ｙ
、
↑
と
に
左
言
壁

財
鮮
：
ｔ
了
画
槌
“
ゞ
§
前
州

混
高
§
…
…
…
…
：
：
：
：
：
：
：
：
胃
目
、

へ
》

望
賑
睦
尋
蝿
癖
韓
部
“
ｊ
唯
寒
酸
窪
延
お
し
て
く
れ
た
の
で
助
か

感
鶇
訓
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
吾
妻
橋
か
ら

三
歳
の
息
子
と

楽
し
い
一
日
識
仲
の
約
四
十
分
の
船
の
旅
は
と
て
も
気
持

ち
よ
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
浜
離
宮
に

近
ご
ろ
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
で
、
着
き
、
庭
園
の
中
は
こ
こ
が
束
京
か
な

電
車
を
見
る
た
び
「
電
車
に
乗
り
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い
緑
に
囲
ま
れ
、
ゆ
つ
く

な
－
凶
と
言
う
三
歳
の
息
子
に
、
電
車
り
と
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

と
船
に
乗
せ
て
や
り
た
く
て
、
ま
た
お
浜
離
宮
庭
園
か
ら
上
野
へ
向
か
う
（
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十
一
月
二
十
一
日
㈲
、
東
京
の
霞
が

関
ビ
ル
で
、
笠
谷
喜
之
助
さ
ん
”
Ｉ
安

良
川
Ｉ
が
、
昭
和
六
十
三
年
度
社
会
教

育
功
労
者
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

笠
谷
さ
ん
は
永
年
、
書
道
連
盟
会
長

や
文
化
協
会
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、

市
内
の
関
係
団
体
の
育
成
援
助
、
芸
術

文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

生
涯
教
育
の
推
進
な
ど
に
も
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

十
一
月
十
八
日
㈹
、
水
戸
市
で
、
㈱

日
本
花
い
っ
ぱ
い
協
会
な
ど
の
主
催
す

る
第
二
十
五
回
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

㈱
日
本
花
い
っ
ぱ
い
協
会

か
ら
全
国
表
彰

社
会
教
育
功
労
者

文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞

■
ロ
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
隈
漆
熱
溌
弾
蝉
畔
酔
畔
酔
一
唾

のlフゆき

花園教之さん
（81歳）

本町

き のすけ

雲谷喜之助さん
（75歳）

安良川

十
月
三
十
一
日
側
県
知
事
公
館
で
、

茨
城
県
国
際
交
流
奨
励
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
の
国
際
交
流
推
進
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
高
萩
市
か
ら
は
、
大
森
キ
ク

さ
ん
”
Ｉ
下
手
綱
Ｉ
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

大
森
さ
ん
は
、
高
萩
国
際
交
流
の
集

い
な
ど
で
、
積
極
的
に
外
国
人
留
学
生

を
家
庭
に
受
け
入
れ
、
十
九
人
の
留
学

生
と
交
流
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
、
表
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
。

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
花
園
教

之
さ
ん
剛
１
本
町
Ｉ
が
、
個
人
表
彰
の

部
で
全
国
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

花
園
さ
ん
は
、
永
年
、
茨
城
県
の
花

と
ほ
う
き
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
全
国

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
今
回
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

茨
城
県
国
際
交
流

奨
励
賞
を
受
賞

大森キクさん
（79歳）

下手綱

ー

一
暦
の
残
り
も
少
な
く
な
り
、
慌
た
だ

あ
わ

一
し
い
年
の
暮
れ
を
迎
え
ま
し
た
。

｜
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

｜
市
政
が
順
調
に
伸
展
で
き
ま
し
た
こ
と

一
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

｜
た
つ
年
に
ち
な
ん
で
、
昇
竜
発
展
の

一
願
い
を
こ
め
た
年
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
い
ぶ
き

一
ま
な
出
来
事
か
ら
新
し
い
時
代
の
息
吹

一
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

’
三
月
に
開
通
し
た
高
戸
大
橋
と
常
磐

一
自
動
車
道
に
よ
り
、
本
市
の
交
通
に
新

一
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

｜
こ
れ
か
ら
、
産
業
経
済
の
発
展
と
市

一
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、
大
い
に
役
立

一
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

’
六
月
、
外
国
市
長
と
し
て
は
じ
め
て

一
の
中
国
藺
州
市
長
の
訪
問
は
、
日
中
友

一
好
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
ふ
さ
わ

一
し
く
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

’
十
三
年
目
を
迎
え
た
国
際
交
流
の
実

一
績
と
、
今
、
市
内
に
滞
在
し
て
い
る
中

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

菰
２
器
衣
〃
擬
氷
委
だ

ゆ
く
年く

る
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
せ
て
が
ん
ば
る
年
の
暮
れ
〃

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
ｃ
な
さ
ん
と
共
に

西
那
須
野
ま
で
通
じ
る
県
道
高
萩
大
ま
す
。

子
線
の
国
道
昇
格
運
動
も
、
明
る
い
見
毛

通
し
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

い
、

花
貫
渓
谷
の
区
間
は
、
景
観
を
大
切

今
ま
で
、
開
発
が
遅
れ
て
い
た
山
間

国
研
修
生
と
市
民
の
交
流
等
を
通
じ
、
地
域
に
も
、
広
域
農
道
の
建
設
と
共
に
、

青
少
年
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
の
輪
自
然
環
境
を
生
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
と

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
国
や
県
、
市
に
よ
る
調
査
が
進

す
。
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
月
に
、
二
十
年
ぶ
り
の
海
水
浴
場
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
、
最
も
大

開
き
が
行
わ
れ
、
悪
天
候
の
夏
に
も
か
切
な
健
康
を
守
る
施
設
と
し
て
、
保
健

か
わ
ら
ず
、
遠
方
か
ら
多
く
の
人
が
訪
セ
ン
タ
ー
を
明
年
つ
く
る
た
め
、
市
民

れ
ま
し
た
。
代
表
を
加
え
た
委
員
会
に
よ
る
検
討
が

全
国
で
も
数
少
な
い
美
し
い
砂
浜
の
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
央
公
民
館
前

存
在
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今
、
そ

と
思
い
ま
す
。
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
、
住
み
よ
い
都
市
環
境
を
つ
く
る
た
め

市
民
の
利
用
と
共
に
首
都
圏
内
の
海
水
大
切
な
公
共
下
水
道
事
業
も
、
予
定
通

浴
場
と
し
て
、
大
い
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
り
明
年
四
月
か
ら
一
部
供
用
開
始
を
め

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ざ
し
て
、
本
年
分
の
工
事
も
順
調
に
進

高
戸
海
岸
Ｃ
Ｏ
Ｃ
・
Ｚ
。
（
コ
ー
ス
タ
ル
．
み
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
）
整
備
計
画
市
制
施
行
三
十
五
周
年
の
記
念
す
べ

事
業
も
、
県
に
よ
る
人
工
岩
礁
工
事
や
き
明
年
を
、
下
水
道
元
年
と
し
て
、
今

海
岸
利
用
の
調
査
が
進
み
、
民
間
企
業
後
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

の
協
力
体
制
も
で
き
て
き
ま
し
た
の
で
、
力
の
も
と
に
、
一
層
の
普
及
と
事
業
の

明
年
は
実
現
へ
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
伸
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
今
年
は
、
新
し
い
時

今
後
、
駅
東
地
区
の
発
展
に
向
け
て
、
代
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直
し
や
、
玄
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
年
も
さ
ら
に
、

関
口
と
な
る
Ｊ
Ｒ
用
地
の
利
用
計
画
も
市
政
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
市
民
の
み

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
さ
ん
と
共
に
、
前
進
し
た
い
と
思
い

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

qcj

に
し
て
北
側
に
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た

一
醐
赴
や
道
路
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
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し叶い⑲ひろば
島
名
の
柴
田
伸
一
く
ん
⑱
（
水
戸
工
業
）

は
、
十
月
十
八
日
㈹
京
都
市
で
行
わ
れ

た
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
陸
上
競
技
少
年
男
子
Ｂ
（
中
学
生
・

高
校
一
年
生
）
五
千
ｍ
で
、
十
四
分
四

十
八
秒
二
七
の
大
会
新
記
録
を
マ
ー
ク

国民体育大会

秋季大会

=5,000m-

犬含緬記録で

露2位瞳入賞 １
１
卜近

あ
ｊ

身
か
２

の
何
ら

ん
。
２

さ
す
線

な
ま
係
内

み
し
ｏ
聰
‘

‘
介
い
広
１

は
紹
さ
報
１

｜
を
た
広
１

ナ
声
く
課
２

｜
，
せ
動
一

コ
事
寄
活
Ｓ

の
行
お
民
２

ば
や
で
市
壷

ろ
題
ま
《
く

ひ
話
係
》

の
た
ら
先

民
つ
た
て

市
こ
し
あ

／
Ｉ
腱
ま
☆
、

#蕊蕊蕊
▲先頭を走る柴田くん

し
て
、
み
ご
と
第
二
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

ま
た
、
十
一
月
六
日
⑪
笠
松
運
動
公

園
で
行
わ
れ
た
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会

で
も
、
四
区
（
八
・
一
ｍ
）
を
二
十
四

分
五
十
三
秒
の
区
間
新
記
録
（
八
年
ぶ

り
、
二
十
八
秒
短
縮
）
を
マ
ー
ク
、
水

戸
工
業
優
勝
の
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
（

こ
の
結
果
、
十
二
月
二
十
五
日
㈹
に

京
都
市
で
行
わ
れ
る
全
国
駅
伝
競
走
大

会
に
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。
水
戸
工
業
の
全
国
駅

伝
競
走
大
会
出
場
は
、
七
年
連
続
十
三

回
目
と
な
り
ま
す
。

「
京
都
駅
伝
は
、
毎
年
、
テ
レ
ビ
で

見
て
い
て
、
ぜ
ひ
走
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
出
場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し

た
の
で
、
で
き
る
こ
と
な
ら
花
の
一
区

（
十
ｍ
）
を
走
っ
て
、
十
位
以
内
に
入

り
た
い
四
と
柴
田
く
ん
は
、
目
標
を
こ

う
話
し
て
い
ま
し
た
。

柴
田
く
ん
が
、
走
り
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
、
小
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

上
位
に
入
賞
し
た
こ
と
や
、
秋
山
中
学

校
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
時
、
県
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
に
参
加
し
て
優
勝
を
飾
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
将
来
は
、
学
校
の
先
生
か
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
士
の
よ
う
な
仕
事
に
つ
き
た
い
い

と
い
う
柴
田
く
ん
、
休
み
の
日
に
は
家

で
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

全
国
駅
伝
競
走
大
会
で
も
、
ぜ
ひ
活

躍
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

一

’

）

第
十
五
回
市
民
卓
球
大
会

十
一
月
二
十
日
⑧
高
萩
市
陸
上
競

技
協
会
の
選
手
や
各
市
町
村
か
ら
の
走

る
仲
間
た
ち
、
約
七
十
人
が
参
加
し
て
、

県
道
高
萩
大
子
線
・
大
子
馬
頭
線
の
国

道
昇
格
を
め
ざ
す
駅
伝
大
会
が
開
か
れ

盛
り
上
げ
よ
う

国
道
昇
格
運
動

呼薑鶏:や
仲間でつな

高萩馬頭間

…吟

息

十
一
月
十
三
日
⑪
市
民
体
育
館
で
、

第
十
五
回
市
民
卓
球
大
会
が
開
か
れ
、

約
百
六
十
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル

優
勝
中
野
敏

準
優
勝
柴
田
勝
彦

第
三
位
松
本
昭かお

る

国
井
潤

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
中
野
・
松
本
組

準
優
勝
国
井
・
伊
藤
組

第
三
位
佐
藤
・
佐
藤
組

石
本
・
沢
畑
組

ま
し
た
。

こ
の
駅
伝
大
会
に
は
、
親
子
連
れ
な

ど
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
市
民
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
、
高
萩
駅
か
ら
栃
木
県

馬
頭
町
役
場
ま
で
の
約
七
十
ｍ
（
十
五

区
間
）
を
力
走
し
な
が
ら
、
沿
線
住
民

な
ど
に
早
期
実
現
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
路
線
が
国
道
に
昇
格
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
る
と
、
県
北
の
海
岸
部
と

栃
木
県
の
一
大
観
光
地
を
結
び
、
観
光

の
振
興
や
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ば
ら
き
駅
伝
朋

県
北
コ
ー
ス
で
優
勝

い
ば
ら
き
駅
伝
鯛
が
、
十
一
月
十
三

へ

V

○
女
子
シ
ン
グ
ル

み
つ
こ

優
勝
黒
木
三
津
子

準
優
勝
村
上
英
子

第
三
位
塙
要
子

の
り
こ

鈴
木
功
子

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
ノ

優
勝
黒
木
・
村
上
組

準
優
勝
津
田
・
根
本
組

第
三
位
宮
崎
・
小
峰
組

塙
・
吉
沢
組

○
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
佐
藤
・
黒
木
組

準
優
勝
松
本
・
宇
佐
美
組

第
三
位
西
野
・
松
本
組

横
山
・
村
上
組

に
出
場
し
て
、

み
ご
と
男
子
の
部
で
高
萩
Ａ
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

優
勝
高
萩
Ａ
チ
ー
ム
（
男
子
の
部
）

第
六
位
高
萩
Ｂ
チ
ー
ム
（
〃
）

第
二
位
高
萩
チ
ー
ム
（
女
子
の
部
）

な
が
き
ば
る
お

区
間
賞
長
岐
治
雄
（
男
子
三
区
）

山
川
恵
美
子
（
女
子
四
区
）



》
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
秋
山
に
、
石
井

三
〆

お
お
や

一
義
兵
衛
と
い
う
大
家
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

一
旧
制
中
学
三
年
の
時
（
終
戦
）
、
目
的

垂

》
を
失
い
か
け
た
少
年
期
に
、
か
す
か
な

二

《
望
み
を
与
え
、
熱
中
さ
せ
て
く
れ
た
も

二

一
の
は
、
大
家
さ
ん
か
ら
導
か
れ
た
「
木

一
を
刻
む
四
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

一
一

《
大
家
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
ふ
と
こ
ろ

菫

》
手
を
し
な
が
ら
、
大
事
そ
う
に
持
っ
て

二

一
き
て
く
れ
る
「
け
や
き
Ｌ
や
「
さ
く
ら
」
等
、

一
数
々
の
木
片
口
“

、
、

》
そ
の
板
き
れ
の
美
し
い
木
目
の
魅
力

一
一

《
は
、
ま
き
に
救
い
の
神
の
よ
う
で
し
た
。

一
一

一
そ
し
て
、
夢
中
に
な
っ
て
彫
り
刻
ん

菫

》
で
ゆ
く
自
分
に
、
ふ
と
気
が
つ
い
た
時
、

一
一

さ
さ

《
こ
の
道
に
一
生
を
捧
げ
て
も
よ
い
と
さ

、
一

一
え
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、

で
き
雪
と

一
大
変
な
出
来
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

二

二
寺
一
ろ
ざ
し

《
中
学
四
年
の
時
、
志
を
立
て
て
、
水

査

）
〉
戸
市
に
住
む
彫
刻
家
森
山
朝
光
先
生
の

つ
い

一
門
を
た
た
き
ま
し
た
が
、
遂
に
受
け
入

一
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
翌
年
東
京
美
術
学
校

一
受
験
も
、
条
件
が
そ
ろ
わ
ず
不
発
に
終

ｒ
″
、
″
咄
″
Ⅶ
″
刑
″
、
″
咽
″
咄
″
Ⅶ
″
咽
″
、
″
刑
″
Ⅵ
″
刑
″
咽
″
、
″
帆

Ｉ
Ｉ
Ｊ

１

環
境
彫
刻
の
一
大
パ
ノ
ラ
マ

高
萩
市
の
生
ん
だ
作
家
た
ち
．
：
②

ノ

木馬（お手まき会場）

③
’
し
い
作
品
を
お
目
に
か

け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

先
日
、
歯
科
医
の
若
松
先
生
一
行
が
、

く
だ

美
ヶ
原
ま
で
行
っ
て
下
さ
っ
た
由
、
「
あ

の
よ
う
な
旅
行
な
ら
も
う
一
度
行
っ
て

み
た
い
：
…
中
と
は
多
く
の
皆
さ
ん
の

声
の
よ
う
で
す
か
ら
、
そ
の
企
画
の
す

ば
ら
し
さ
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

最
近
、
「
環
境
彫
刻
」
と
い
う
こ
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
芸
術
文
化
に
早

く
か
ら
目
を
向
け
て
お
ら
れ
た
鈴
木
市

長
さ
ん
の
思
い
が
、
い
よ
い
よ
花
開
く

時
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。森

林
公
園
の
お
手
ま
き
会
場
か
ら
大

心
苑
に
、
そ
し
て
、
花
貫
ダ
ム
周
辺
か

な
め
り
ふ
ち

ら
名
馬
里
ヶ
淵
へ
と
、
一
大
彫
刻
パ
ノ

ラ
マ
が
展
開
す
る
日
も
、
そ
う
遠
く
は

な
い
よ
う
で
す
。

さ
き
が
け
と
し
て
の
環
境
彫
刻
ゾ
ー

ン
が
、
自
然
林
の
美
し
い
修
景
の
中
に

誕
生
す
る
こ
と
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
た
い
も
の
で
す
。

山 崎猛さん

（東海村）

彫刻家

わ
り
ま
し
た
ｃ
》

妾

思
え
ば
、
あ
れ
か
ら
一一

一

四
十
年
１
。
《

二

し
か
し
、
と
う
と
う
》二

少
年
期
の
夢
が
か
な
っ
一

て
、
よ
う
や
く
彫
刻
ら
一

ー

1

十
一
月
十
一
日
鯛
水
戸
市
の
茨
城

県
青
少
年
会
館
で
、
昭
和
六
十
三
年
度

学
校
林
活
動
及
び
学
校
環
境
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
、
生
徒
の

緑
化
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
、
緑

に
対
す
る
意
欲
の
高
揚
、
学
校
緑
化
気

運
の
継
承
と
浸
透
、
定
着
化
を
図
る
た

め
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

入
賞
校
（
敬
称
略
）

○
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
の
部

入
選
君
田
小
学
校

中
学
校
の
部

準
特
選
高
萩
中
学
校

学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

校
の
理
科
教
育
を
通
し
て
の
工
夫
や

「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
の
活
用
な
ど
の
日

ご
ろ
の
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

＊
＊
＊

優秀校に高萩中学校

ビデオなどが寄贈

ソ
ニ
Ｉ
賞

高
萩
中
学
校
（
宇
佐

美
敏
雄
校
長
、
生
徒
数

九
二
二
人
）
で
は
、
十

一
月
十
七
日
嗣
、
伽
ソ

ニ
ー
教
育
振
興
財
団
か

ら
優
秀
校
に
選
ば
れ
、

八
ミ
リ
ビ
デ
オ
・
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
機
器
一
式
や

研
究
費
七
十
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
萩
中
学

十
一
月
十
三
日
日
大
能
・
中
戸
川

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、
東
小
学
校
の

創
立
三
十
周
年
記
念
に
あ
わ
せ
、
学
校

秋
山
小
学
校
へ

体
育
用
具
を
寄
贈

は
ま
な
す
会

九
月
二
十
九
日
附
水
戸
市
で
、
㈱

住
友
生
命
健
康
財
団
か
ら
、
市
内
島
名

の
は
ま
な
す
会
（
宇
佐
美
定
男
代
表
）

が
、
健
康
増
進
に
励
ん
で
い
る
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
ス
ミ
セ
イ
健
康

財
団
賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

は
ま
な
す
会
で
は
、
こ
の
受
賞
を
記

念
し
て
、
十
月
三
十
一
日
側
、
地
元
秋

山
小
学
校
へ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
サ

ヅ
カ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
体
育
用
具
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

○
学
校
環
境
緑
化
協
力
者
の
部

高
萩
中
学
校
父
母
と
先
生
の
会

会
長
明
智
健
一

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に

花
束
と
記
念
品
を
贈
る

＝ぞ

十
一
月
十
三
日
口
中
央
公
民
館
で
、

縄
文
土
器
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
十
五
人

の
参
加
者
は
、
思
い
思
い
の
形
の
土
器

を
つ
く
り
ま
し
た
。

十
二
月
に
な
っ
て
野
焼
き
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
力
作
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。 創

立
当
時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

日
立
電
鉄
高
萩
営
業
所
を
訪
れ
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
花
束
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

縄
文
土
器
づ
く
り

7



蕊

十
月
三
十
日
⑧
市
営
野
球
場
で
第

一
回
高
萩
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
、
約
二
百
五
十
人

の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、

健
康
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
は
じ
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
や
や
冷
た
い
北
風
の
中
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
、
新
し
い
競
技
に
も

ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
、
笑
い
声
が
絶
え
な

い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

畢

溺

第
十
三
回

老
人
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

鴬 十一
月
一
日
㈹
市
営
野
球
場
で
、

KDD茨城衛星通信所

作
品
は
、
十
一
月
二
十
六

日
出
、
二
十
七
日
側
の
産
業

祭
や
、
同
通
信
所
の
衛
星
通

信
館
な
ど
に
展
示
さ
れ
ま
し

売
名

色
づ
い
た
木
々
に
包
ま
れ

た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

で
、
十
月
三
十
日
㈲
、
秋
の

写
生
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の

小
・
中
学
生
約
百
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
な
ど
を
画
材
に
、
親
子

で
絵
筆
を
走
ら
せ
た
り
、
お

弁
当
を
ひ
ろ
げ
た
り
と
、
秋

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
へ

｝

ｒ
・
公
舞

？

第
十
三
回
老
人
ク
ロ
ッ

ケ
ー
大
会
が
、
二
十
四

ク
ラ
ブ
（
四
十
八
チ
ー

ム
）
、
約
三
百
人
の
参
加

で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。

成
績
（
敬
称
略
）

優
勝
竜
子
ク
ラ
ブ

準
優
勝
北
組
ク
ラ
ブ

第
三
位
秋
山
益
壮
会

珂
北
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績
（
敬
称
略
）

第
十
三
回

○
男
子
一
部
十
一
月
二
日
㈱
、
三
日
㈱
の
二
日
間
、

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
ゞ
”
、

優
勝
会
川
進
・
小
野
旺
男
組
市
民
体
育
館
な
ど
市
内
三
か
所
の
会
場

じ
ゅ
ん
じ

ゆ
た
か

十
月
三
十
日
㈹
市
民
体
育
館
で
、
準
優
勝
渡
辺
順
次
・
阿
部
裕
組
で
、
県
北
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

み
よ
し

第
十
三
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
第
三
位
根
本
巳
好
・
樫
村
浩
明
組
女
新
人
大
会
兼
第
十
二
回
珂
北
高
校
（

開
か
れ
、
約
百
十
人
が
参
加
し
、
日
ご
○
男
子
高
校
生
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
男
女
合
わ
せ
て

ろ
鍛
え
た
技
を
競
い
ま
し
た
。
優
勝
山
本
修
治
・
佐
藤
政
和
組
三
十
二
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し

準
優
勝
磯
義
幸
・
金
田
政
博
組
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

○
男
子
一
部

イ
」
ア
③
＋
の

優
勝
会
川
進
・
小
野
旺
男
組

じ
ゅ
ん
じ

ゆ
た
か

準
優
勝
渡
辺
順
次
・
阿
部
裕
組

み
よ
し

第
三
位
根
本
巳
好
・
樫
村
浩
明
組

○
男
子
高
校
生

優
勝
山
本
修
治
・
佐
藤
政
和
組

準
優
勝
磯
義
幸
・
金
田
政
博
組

譲懲

第
三
位
高
見
博
・
藪
本
仁
組

○
女
子
一
部

い
ず
み

優
勝
佐
々
木
泉
・
三
浦
ひ
ろ
み
組

準
優
勝
鈴
木
郁
子
・
篠
原
洋
子
組

ゆ
う
二

第
三
位
高
野
江
里
子
・
有
我
祐
子
組

○
女
子
二
部

優
勝
今
泉
春
子
・
斎
藤
み
ち
子
組

や
す
こ

準
優
勝
黒
沢
愛
子
・
菊
池
泰
子
組

あ
だ
ち

第
三
位
宇
佐
美
敏
子
・
安
達
紀
代
美
組

○
女
子
高
校
生

優
勝
村
田
幸
子
・
田
口
こ
ず
え
組

ゆ
う
二

準
優
勝
寺
島
順
子
・
出
浦
祐
子
組

第
三
位
由
比
朱
美
・
大
内
玲
子
組

↑
Ｉ
》
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癖蝿蕊織蕊蕊
g篭懸欝驚轄篭瀧騨鴬寵識

交通安全への提言

高萩高校（校内弁論大会）

十
一
月
十
日
㈱
高
萩
高
校
（
鈴
木

や
す
し康

校
長
、
生
徒
数
一
、
○
一
○
人
）
で
、

「
交
通
安
全
へ
の
提
言
」
と
し
て
、
第
十

回
校
内
弁
論
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
が
交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に

作
文
を
書
い
た
中
か
ら
、
代
表
六
人
を

選
出
し
、
級
友
を
前
に
弁
論
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

「
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
」
「
母
の
事

故
か
ら
」
と
題
す
る
、
肉
親
の
事
故
か

ら
の
体
験
を
ま
じ
え
て
、
事
故
の
悲
惨

さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

篝 溌織職

蕊蕊蕊鴬第5回ボランティア交流会

十
一
月
十
八
日
閏
文
化
会
館
で
、

第
五
回
高
萩
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
者

の
相
互
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
連

携
を
密
に
し
た
新
た
な
広
が
り
と
、
活

動
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

市
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
十
一
団

体
約
七
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
熱
心
な
討
議
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

市民スケート教室

十
一
月
十
二
日
山
、
十
九
日
出
、
二

十
六
日
出
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
高
萩

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
ス
ケ
ー
ト
場
で
、
市

民
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
開
か
れ
、
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
生
が
多
く
、
慣
れ

な
い
氷
の
上
で
こ
ろ
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。手

す
り
を
使
っ
て
の
練
習
に
慣
れ
て

く
る
と
、
長
い
距
離
を
滑
り
、
な
か
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
滑
り
を
見
せ
る

子
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ー

瀧
鋳

高
萩
市
高
校
生
会
主
催
の

い
も
に
か
い

「
芋
煮
会
」

十
一
月
二
十
三
日
㈱
高
萩
小
学
校

で
、
高
萩
市
高
校
生
会
主
催
の
「
芋
煮

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
る
高
校
生
会
が
、
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
情
報

を
交
換
す
る
も
の
で
、
県
内
か
ら
約
十

団
体
（
約
六
十
人
）
が
参
加
し
ま
し
た

各
自
が
持
ち
寄
っ
た
材
料
で
、
芋
煮

し
た
つ
づ
み

会
に
舌
鼓
を
打
っ
た
あ
と
、
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
な
ど
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

市民クロッケー・

ゲートボール大会

11月20日（日） 高浜運動広場で，第

2回市民クロッケー・ゲートボール

大会が，約200人の参加で行われ，

熱戦を繰り広げました。

成績（敬称略）

○クロッケー

優勝秋山益壮会

準優勝秋山下長寿会A

第3位朝香クラブ

○ケートボール

優勝山手クラブ

準優勝はまなすC

第3位はまなすA

十
一
月
二
十
七
日
⑧
高
萩
市
民
吹

奏
楽
団
の
第
二
回
定
期
演
奏
会
が
、
文

化
会
館
で
約
三
百
五
十
の
市
民
の
み
な

さ
ん
が
つ
め
か
け
る
な
か
、
栄
光
へ
の

脱
出
や
音
楽
の
創
造
者
、
カ
ル
メ
ン
な

ど
六
曲
が
披
露
さ
れ
、
盛
ん
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
と
エ
ン
ド
レ
ス
ラ
ブ
を
演
奏
、
昨
年

に
続
い
て
の
二
回
目
の
定
期
演
奏
会
は

大
成
功
で
し
た
。

高
萩
市
民
吹
奏
楽
団

第
二
回
定
期
演
奏
会
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十
一
月
十
三
日
⑤
高
萩
市
青
少
年

セ
ン
タ
ー
と
高
萩
警
察
署
の
主
催
で
、

高
萩
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
も
あ
る

土
岳
山
（
標
高
五
九
九
・
七
ｍ
）
の
登

山
が
、
五
十
八
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
夏
休
み
中
に
市
内
の
小
学

校
五
年
生
を
対
象
に
「
花
貫
川
の
源
流

を
探
る
」
の
探
検
講
座
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
、
雨
天
の
た
め
土
岳
山

登
山
が
中
止
と
な
り
、
参
加
者
の
要
望

が
多
か
っ
た
た
め
、
新
た
め
て
こ
の
日

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
市
役
所
に
八
時
に
集
合
し
て
、

ハ
ス
で
土
岳
山
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
、
紅
葉
の
始
ま
っ
た
山
々
を
眺

⑳
願
い
削
袖
極
迄
傲
山

Ｇ
ｇ
●
■
■
ｇ
■
■
■
●
■
■土

岳
登
山松岡小5年

広木はつみ
さん

し
た
ｃ友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

登
り
始
め
ま
し
た
が
、
急
な
坂
道
な
の

で
息
が
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

土
岳
山
の
道
は
、
ほ
と
ん
ど
が
岩
で
、

階
段
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

額
の
汗
を
ふ
き
な
が
ら
登
り
つ
め
る

と
、
一
面
の
芝
生
が
見
え
風
が
気
持
ち

よ
く
感
じ
ま
し
た
。

「
こ
こ
が
頂
上
だ
〕
と
だ
れ
か
の
叫

び
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
や
っ
と
着
い
た
ね
四

と
友
だ
ち
と
手
を
と
り
合
っ
て
喜
び
ま

し
た
。天

気
が
よ
か
っ
た
の
で
、
遠
く
の
山

の
よ
う
す
が
よ
く
見
え
て
、
き
れ
い
で

し
た
。青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
お
じ
さ
ん
や
高

校
生
会
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
指

導
で
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
う

ち
に
お
昼
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
登
っ
た
の

●
●
●
●

で
、
お
母
さ
ん
の
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を

今
ま
で
に
な
く
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

帰
り
は
六
班
に
分
か
れ
、
赤
や
黄
色

に
色
づ
い
た
木
の
葉
を
眺
め
な
が
ら
降

り
ま
し
た
。

途
中
、
沢
に
水
が
わ
き
出
て
い
て
、

私
は
思
わ
ず
「
あ
っ
、
源
流
だ
〕
と
叫

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

飲
ん
で
み
る
と
冷
た
く
て
、
あ
ま

い
感
じ
の
水
で
し
た
。
水
筒
に
入
れ
て

家
へ
お
み
や
げ
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

、
ゞ
》

高
萩
市
の
上
水
道
の
給
水
量
は
、
昭

和
四
十
八
年
の
給
水
開
始
以
来
、
市
民

生
活
の
向
上
や
水
道
普
及
率
の
上
昇
な

ど
に
よ
っ
て
、
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
は
、
一
日
最
大

給
水
量
が
九
、
○
○
○
㎡
と
な
り
、
す
で

に
現
有
施
設
能
力
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
小
山
ダ
ム
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
大
北
川
に
新
た

な
水
源
を
求
め
、
一
日
最
大
給
水
量
を

一
九
、
一
○
○
㎡
、
一
日
平
均
給
水
量
一

四
、
七
○
○
㎡
と
現
在
の
約
二
倍
余
に

増
大
す
る
第
一
次
拡
張
事
業
計
画
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
花
貫
川
を
水
源
と
す

る
現
在
の
浄
水
場
等
に
加
え
て
、
新
た

に
関
口
地
区
に
一
日
最
大
給
水
量
一
○
、

七
○
○
㎡
の
浄
水
場
等
の
施
設
を
建
設

上
水
道

第
二
次
拡
張
事
業
計
画

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

す
で
に
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
地
権

者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
用
地

を
取
得
、
現
在
、
昭
和
六
十
五
年
度
の

一
部
通
水
を
め
ざ
し
て
、
急
ピ
ッ
チ
で

各
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
が
完
成
す
る
と
、
給
水
区

域
内
で
あ
り
な
が
ら
、
既
設
の
浄
水
場

施
設
能
力
の
状
況
か
ら
、
未
給
水
区
域

と
な
っ
て
い
る
上
手
綱
の
一
部
（
関
口
、

望
海
、
千
代
田
～
川
側
）
の
給
水
が
可

能
に
な
り
、
ま
た
、
給
水
区
域
全
体
の

安
定
的
な
給
水
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
昭
和
七
十
二

年
度
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
る
た
め
、

当
面
給
水
量
は
全
体
施
設
能
力
の
半
分

の
施
設
、
一
日
最
大
給
水
量
五
、
三
五

○
㎡
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
五
、
三
五
○
㎡
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
給
水
量
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
の
上
水
道
の
給
水

（
昭
和
六
十
二
年
度
末
）

人
口
（
住
民
基
本
台
帳
）
三
五
、
四
七
四
人

計
画
給
水
人
口
三
七
、
二
○
○
人

（
）

鑪曾蕊

上手綱の関□に

建設中の配水池

給
水
区
域
内
人
口

給
水
人
口

年
間
給
水
量

一
日
平
均
給
水
量

一
日
最
大
給
水
量

普
及
率

家
屋
の
取
り
こ
わ
し
を
し
て
「
家
屋

の
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
い
な
い
か
た

は
、
十
二
月
二
十
六
日
側
ま
で
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
Ｐ
Ｊ
が
〕
、
：

届
け
出
の
用
紙
は
、
税
務
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
“
“

憲
二
三
’
二
二
一
内
線
二
○
五

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
ら

滅
失
届
け
を

○
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

一
月
一
日
側
か
ら
三
日
㈹
、
子
ど
も

入
園
券
の
裏
に
動
物
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
い
る
か
た
に
、

●
●

え
と
の
置
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
名
前
募
集

一
月
一
日
日
か
ら
十
五
日
側
ま
で

※
詳
し
く
は
、
か
み
ね
動
物
園
へ

念
○
二
九
四
’
二
二
’
五
五
八
六

三
四
、
○
五
五
人

二
四
、
九
三
二
人

二
、
八
六
○
千
㎡

七
、
八
一
四
㎡

九
、
○
○
○
‐
ｍ

七
○
・
三
％

一

旦かみね動物園で

器楽しいお正月
一

10



－－－■■■■■■■■■■■ q■■■■■■ ■■■■■■■ Ⅱ■■■■■■ q■■■■■■ Ⅱ■■■■■■ ■■■■■■■ 1■■■■■■ q■■■■■■ Ⅱ■■■■■■ ■■■■■■■ q■■■■■■ Ⅱ■■■■■■

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ

る
よ
う
な
卑
近
な
も
の
だ
が
、
身
分
の
で
あ
っ
た
。

｜
と
話
高
ぃ
低
い
を
問
わ
ず
、
話
に
聞
い
た
者
一

お
と
野
》
ぞ
う
し

一
そ
の
名
は
天
下
に
と
ど
ろ
い
た
。
り
と
も
で
き
ぬ
か
ら
、
垣
も
柱
も
ぶ
ち
似
御
伽
草
子
に
み
え
る

一
そ
の
芸
は
、
人
前
で
は
言
う
の
を
憧
こ
わ
し
て
、
よ
う
や
く
媛
を
取
る
始
末
貴
人
の
邸

は
ば
か

だ
ん

や
し
昔

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

ま
た
「
福
富
長
者
物
語
」
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
話
が
み
え
る
。
昔
、
福
富

お
り
べ

の
織
部
と
い
う
長
者
が
い
た
。
い
か
な

る
前
世
の
定
め
ご
と
か
、
生
ま
れ
つ
き

一
つ
だ
け
独
特
の
芸
を
持
っ
て
い
た
。

習
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
奇
妙

き
て
れ
つ
な
音
響
を
発
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
か
ら
ず
も
有
名
に
な
っ
て
、

そ
の
名
は
天
下
に
と
ど
ろ
い
た
。

十
一
月
二
十
五
日
㈱
市
民
セ
ン
タ

ー
で
、
市
税
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）
十

五
と
、
功
労
者
（
個
人
）
十
人
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

○
若
竹
○
東
本
町
一

○
島
名
仲
町
○
安
良
川
六
束

○
中
町
上
○
杉
内

高萩の昔話と

民俗

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
と
功
労
者
を
表
彰

｢へっびり嫁｣の話

（4）

諄志田

は
み
ん
な
笑
い
合
っ
た
か
ら
、
や
が
て

か
み

は
お
上
に
仕
え
る
人
々
の
間
に
も
名
が

通
り
、
実
技
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
は
、

は
な
は
だ
興
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
福
富

長
者
は
、
富
ん
だ
上
に
も
富
み
、
楽
し

む
ね

い
上
に
も
楽
し
く
暮
ら
し
て
、
棟
に
は

き
そ
く
ら

棟
が
高
さ
を
競
い
、
蔵
に
は
蔵
が
立
ち

ほ
。
，
ｕ
よ
う

並
ん
で
、
耕
さ
ず
と
も
、
五
穀
豊
饒
、

庭
の
な
か
に
充
ち
満
ち
た
。

ほ
ぐ
し
よ
う

と
こ
ろ
で
そ
の
隣
に
、
乏
少
と
い
う

び
ん
ぼ
う

負
乏
人
が
住
ん
で
い
た
。
こ
っ
ち
は
織

部
に
引
き
か
え
て
、
朝
夕
か
ま
ど
に
煙

の
立
つ
こ
と
も
な
い
。
庭
は
草
ぼ
う
ぽ

か
き
ね
ぐ
ず

こ
も

う
、
垣
根
は
崩
れ
、
幕
の
代
り
に
薦
を

垂
ら
し
た
が
、
夜
風
の
寒
さ
に
ま
ん
じ

り
と
も
で
き
ぬ
か
ら
、
垣
も
柱
も
ぶ
ち

○
福
平
○
大
能
下

よ
れ
だ
い
ら

○
米
平
○
田
代

○
若
栗
○
大
平

お
お
に
た

○
大
荷
田
○
内
の
草

○
萩
ヶ
丘
第
一

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

二
画
フ
脅
皀

小
松
幸
喜
（
南
町
こ

ゆ
う
た
ろ
う

北
村
勇
太
郎
（
高
砂
町
）

た
い
じ

益
子
泰
治
（
安
良
川
九
束
）

と
く
服
）

石
塚
徳
二
（
白
菊
）

せ
い

藤
咲
精
（
石
河
原
一
西
町
）

ー.

当轄蝋総一

Ｕ
さ
し

佐
藤
久
（
赤
浜
南
）

よ
し
み
つ

大
森
嘉
光
（
石
河
原
第
二
東
）

と

り

じ

ろ

う

横
山
酉
二
郎
（
高
浜
町
二

た
だ
し

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
六
西
）

ま
さ
お

落
合
政
雄
（
島
名
三
南
）

一
…輔セ

雫

…

－Ⅱ■■■■■■ q■■■■■■

…

十
一
月
二
十
六
日
出
、
二
十
七
日
㈲

の
両
日
、
市
民
体
育
館
と
中
央
公
民
館

周
辺
で
、
第
九
回
高
萩
市
産
業
祭
と
第

譲
第9回高萩市産業祭と

第17回みんなの消費生活展

十
一
月
三
日
附
か
ら
六
日
側
ま
で
、

）
一

蕊

中
央
公
民
館
と
文
化
会
館
を
会
場
に
、

高
萩
市
文
化
祭
が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
日
㈱
か
ら
十
三
日

側
ま
で
、
春
日
町
児
童
公
園
で
菊
花
展

も
開
催
さ
れ
、
み
ご
と
に
咲
き
そ
ろ
っ

た
菊
の
花
に
、
訪
れ
た
人
は
目
を
止
め

て
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。

市
内
で
生
産
さ
れ
る
食
料
品
や
、
日

用
品
雑
貨
、
工
芸
品
な
ど
を
一
堂
に
集

め
て
、
展
示
即
売
会
や
直
売
な
ど
が
行

わ
れ
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

市
民
体
育
館
で
は
、
〃
茨
城
の
自
然

一
○
○
選
″
投
票
所
が
設
け
ら
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
が
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
の
洋
裁
研
修
生
に
よ
る

〃
日
中
友
好
ふ
る
さ
と
味
コ
ー
ナ
ー
〃
の

ギ
ョ
ー
ザ
の
サ

ー
ビ
ス
も
大
好

評
で
し
た
。

蕊 鴛謹
申緯時韓

蟻

ill



来
年
度
は
大
和
町
三
・
四
丁
目
、
安
良
川
の
一
部

私
た
ち
が
、
快
適
な
日
常
生
活
を
送
て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金
制
度

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
公
共
下
水
道
で
で
す
。

す
が
、
下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
多
額
一
㎡
当
た
り
三
百
四
十
円

の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
す
べ
て
の
土
地
が
対
象
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
市
問
負
担
金
の
対
象
に
な
る
土
地
は

費
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
答
宅
地
、
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
、

た
だ
く
受
益
者
負
担
金
な
ど
を
財
源
に
雑
種
地
な
ど
、
す
べ
て
の
土
地
が
対

し
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
象
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
家
庭
や
土
地
の
面
積
で
決
ま
る
負
担
金
の
額

事
業
所
か
ら
の
雑
排
水
を
流
す
こ
と
が
問
負
担
金
の
額
と
計
算
は

で
き
、
ま
た
、
水
洗
便
所
の
使
用
も
可
答
土
地
の
面
積
で
決
ま
り
ま
す
。
負

能
に
な
る
な
ど
、
そ
の
地
域
の
か
た
は
担
金
は
、
一
㎡
当
た
り
三
百
四
十
円

特
別
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
で
す
。
例
え
ば
、
面
積
が
三
百
三
十

す
。
㎡
（
約
百
坪
）
の
負
担
金
額
は
、
三

こ
の
特
別
に
利
益
を
受
け
る
か
た
（
受
百
三
十
㎡
×
三
百
四
十
円
’
十
一
万

益
者
）
に
、
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
二
千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

ｑ
ノ
ヱ
グ
Ｌ
工
、
ジ
ェ
グ
Ｌ
■
、
さ
げ
Ｌ
正
、
ノ
＆
ｒ
Ｌ
玉
、
Ｊ
誼
ク
ｋ
正
、
Ｊ
写
グ
ー
ェ
、
〃
■
〃
Ｌ
工
、
ノ
コ
ｒ
Ｌ
ミ
ノ
裏
Ｆ
、
ェ
、
〃
■
〃
Ｌ
１
、
ノ
■
ｒ
Ｌ
ｚ
、
Ｊ
■
ず
ｋ
ニ
ニ
ー
鈩
酉
〃
Ｌ
■
、
Ｊ
・
〃
馬
星
１
げ
■
タ
止
邑
、
ノ
■
ず
Ｌ
西
、
ノ
ョ
Ｆ
Ｌ
星
“
り
ぎ
〃
、
Ｅ
、
ノ
■
ブ
、
垂
、
ノ
ュ
ク
、
丘
、
〃
■
Ｆ
１
且
、

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

その①

主婦がパートで

働いたときの税金

最近，家庭の主婦が，パートで外に勤めに

出ることが多くなっています。

主婦がパートに出る場合，税金の面で次の

二つのことを知っておくとよいでしょう。

①パート収入は，通常給与所得となります。

したがって，年収から給与所得控除額（年収

141万9千円以下の場合は，一律57万円） を差

し引いた残額が，所得税では基礎控除33万円，

また住民税では非課税限度額25万円を超えな

い限り，税金はかかりません。

②夫の所得税や住民税を計算するときに，次

の場合に配偶者控除額や配偶者特別控除額を

差し引くことができます。

妻のパート年収が， '90万円以下の場合，所

得税・住民税ともに，配偶者控除額を，夫の

所得から差し引くことができます。

また，配偶者特別控除は，夫が給与収入の

みのときは，おおむね年収1,010万円以下の

場合に差し引くことができます。その控除額

は，妻のパートの年収によって異なります。

所得税では最高16万5千円，住民税では最高

14万円を，夫の所得からそれぞれ差し引けま

す。

★なお，パートの年収が，一定額以上となっ

た場合に，夫の健康保険が使えなくなったり，

夫に扶養手当が支給されなくなったりするこ

とがありますから， これらの点も注意したほ

うがよいでしょう。

※詳しくは，市役所税務課(a23-2111内線

203)または， 日立税務署(a0294 21-6346)

へどうぞ。

写
、
Ｊ
■
〃
ｔ
Ｒ
Ｊ
〃
Ｌ
■
、
Ｊ
■
ｒ
、
届
、
Ｊ
■
ザ
Ｌ
■
、
ノ
Ｊ
Ｌ
早
恥
Ｊ
■
Ｆ
Ｌ
■
姑
Ｊ
■
ず
ｔ
孟
可
〃

ヒゴ

Ｆ
Ｌ
■
、
ノ
■
〃
ｋ
垂
、
ノ
亭
ｆ
Ｌ
工
、
Ｊ
＆
Ｆ
１
垂
、
Ｊ
■
ｒ
Ｌ
星
、
Ｊ
孝
ｒ
Ｌ
写
、
ノ
■
ｒ
Ｌ
生
、
Ｊ
再
Ｆ
Ｌ
写
、
Ｊ
■
ｒ
Ｌ
耳
、
Ｊ
■
ノ
、
■
、
ｆ
洞
ｆ
も
註
、
〃
■
ク
Ｌ
唾
、
Ｊ
■
〃
Ｌ
■
、
ザ
■
〃
、
孟
、
〃
写
〃
Ｌ
茸
、
ノ
■
Ｆ
馬
工
、
Ｊ
■
ｆ
Ｌ
ｚ
、
Ｊ
エ
イ
、
画
、
Ｊ
■
ｆ
出
■
、
ノ
ュ
ィ
『
■
、
Ｊ
Ｆ
ｔ
■
、
Ｊ
■
Ｆ

十
六
回
の
分
割
納
入
で
問
受
益
者
申
告
書
の
提
出
は

問
負
担
金
を
納
め
る
方
法
は
答
来
年
度
の
賦
課
区
域
の
土
地
所
有

答
総
額
を
十
六
回
に
分
割
し
、
年
四
者
に
、
受
益
者
申
告
書
を
お
届
け
し

回
、
四
年
間
で
納
め
ま
す
。
前
回
の
ま
す
の
で
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
・

例
で
は
一
回
の
支
払
い
金
額
は
、
十
問
申
告
し
な
か
っ
た
と
き
は

一
万
二
千
二
百
円
．
｜
・
十
六
回
’
七
千
答
負
担
金
は
、
申
告
書
に
基
づ
い
て

十
円
と
余
り
四
十
円
と
な
り
ま
す
。
賦
課
し
ま
す
が
、
申
告
し
な
い
と
き

初
年
度
の
第
一
期
分
は
、
こ
の
余
り
は
公
簿
に
よ
っ
て
賦
課
し
ま
す
。

四
十
円
を
加
え
た
七
千
五
十
円
を
納
問
申
告
後
に
土
地
を
売
っ
た
り
、
貸

め
、
第
二
期
以
降
は
七
千
十
円
で
す
。
し
た
り
し
た
と
き
は

問
一
括
納
付
は
で
き
ま
す
か
答
す
ぐ
広
域
下
水
道
組
合
へ
届
け
て

答
負
担
金
全
額
、
ま
た
は
、
数
期
分
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
な
い
と
、

を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
い
つ
ま
で
も
あ
な
た
の
負
担
に
な
り

の
場
合
は
、
前
納
月
数
に
応
じ
て
報
ま
す
。

奨
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

一
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
受
益
者
申
告
書
の
提
出
期
限
や
受
益

問
減
免
は
あ
り
ま
す
か
者
負
担
金
に
つ
い
て
の
説
明
会
の
日
程

答
土
地
や
受
益
者
の
状
況
な
ど
で
減
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

免
、
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
※
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

と
が
で
き
ま
す
。
域
下
水
道
組
合
へ
念
三
二
’
五
五
九
五

L二

Ｊ１戻

一
月
二
十
二
日
日
故事

上
映
時
間
午
前
十
時
、
午
後
十
二
時
酒飲

三
十
分
の
二
回
上
映
ｒ

入
場
料
大
人
（
高
校
生
以
上
）八
○
○
円
矩

小
人
（
中
学
生
以
下
）五

○
○
円
和

親
子
一
、
○
○
○
円

入
場
券
発
売
日
十
二
月
十
八
日
⑧

主
催
高
萩
市
文
化
会
館

共
催
高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、

高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

〈
云

第
三
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

お
知
ら
せ

新
春
特
別
名
画
鑑
賞
会

ゆ
う
し
ゅ
ん

「
優
駿
」

糞
化
含
鬮
一

一
も
よ
職
川
副
刷
幽

12



お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
が
第
三
号
被
保
険
者
と

し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
よ
う
に
な

っ
て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
主
人
の
職
業
が
変
わ
っ
た
り
、
奥

さ
ん
が
勤
め
に
出
た
な
ど
次
の
よ
う
な

場
合
に
は
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が

必
要
な
手
続
き
（
具
体
例
）

●
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
に

な
っ
た

○
ご
主
人
は
↓
会
社
で
厚
生
年
金
保
険
資

格
喪
失
届
、
市
町
村
に
種
別
変
更
届

○
奥
さ
ん
は
↓
市
町
村
に
種
別
変
更
届

●
ご
主
人
が
会
社
に
再
就
職
し
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
ｐ
奥
さ
ん
は
応
》
ご
主
人
の

扶
養
に
な
っ
た
《
《
》
ゞ

○
ご
主
人
は
↓
会
社
で
厚
生
年
金
保
険
資

格
取
得
届
ｊ
市
町
村
に
種
別
変
更
届

○
奥
さ
ん
は
↓
市
町
村
に
種
別
変
更
届

●
奥
さ
ん
の
収
入
が
増
え
て
ご
主
人
の
扶

養
か
ら
は
ず
れ
た

○
市
町
村
に
種
別
変
更
届

●
奥
さ
ん
も
会
社
に
就
職
し
厚
生
年
金
に

加
入
し
た

○
市
町
村
に
種
別
変
更
届
、
会
社
で
厚
生

年
金
保
険
資
格
取
得
届

●
ご
主
人
が
転
職
し
、
共
済
年
金
か
ら
厚

生
年
金
（
厚
生
年
金
か
ら
共
済
年
金
）

に
変
わ
っ
た
‘
“

○
市
町
村
に
種
別
確
認
届
一

こ
の
届
け
出
は
、
年
金
受
給
に
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
す
み
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
へ

念
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
二

こ
み
の
収
集

十
二
月
は
、
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
通
り
三
十
日
㈲
ま
で
収
集
し
ま

す
。

年
末
は
、
多
量
に
ご
み
が
出
ま
す
の

で
、
一
度
に
出
さ
な
い
よ
う
計
画
を
立

て
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
月
は
四
日
㈱
か
ら
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

自
己
搬
入
の
ご
み
の
受
け
付
け

十
二
月
は
、
三
十
日
燭
ま
で
平
常
通

り
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
に
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

一
月
は
、
四
日
㈱
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。○

持
ち
込
む
時
の
注
意

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
手
間
取
ら
な

い
よ
う
可
燃
・
不
燃
・
資
源
・
粗
大
ご

み
の
四
種
類
に
分
け
て
降
ろ
せ
る
よ
う

に
積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

分
け
方
は
、
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
参
照
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
等
に
つ
い
て

ｰ

な
お
、
タ
イ
ヤ
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
の
産
業
廃
棄
物
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ

念
二
三
’
六
八
八
六

毎
年
、
十
二
月
中
旬
ご
ろ
に
申
し
込

み
を
さ
れ
て
も
、
混
雑
の
た
め
年
内
に

収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
次
の
収
集
業
者
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
萩
清
掃
社
念
二
二
’
二
六
五
三

飯
島
清
掃
社
念
二
二
’
二
二
六
三

十
王
清
掃
念
三
二
’
五
五
○
五

※
し
尿
収
集
は
、
十
二
月
三
十
日
㈱
ま

で
、
一
月
四
日
㈱
開
始
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ

壷
二
二
四
三
一
八

年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
耐
か
ら

あ
て
名
は
は
っ
き
り
と

年
賀
状
の
引
き
受
け
は
、
十
二
月
十

五
日
嗣
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

あ
て
名
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
、
お

早
め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ｌ
高
萩
郵
便
局
Ｉ

十
二
月
二
十
九
日
嗣
か
ら
一
月
三
日

㈹
ま
で
、
市
役
所
は
年
末
年
始
の
休
み

に
入
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

死
亡
届
け
等
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

市
役
所
の
業
務

し
尿
の
く
み
取
り
は
早
め
に

新
年
の
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
一
月
四
日
㈱
午
前
十
一
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

会
費
一
、
五
○
○
円
（
当
日
払
い
。
）

申
込
先
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課

申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

を
は
が
き
に
言
い
て
、
十
二
月
十
五
日

㈱
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
秘
書
課
へ

念
二
三
’
二
一
二
内
線
二
四
一

名
来
年
、
一
月
十
五
日
⑧
の
午
前
十
時

か
ら
、
文
化
会
館
で
「
第
三
十
五
回
成

人
式
」
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡
素

化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け

避
け
て
〃
平
素
の
服
装
″
で
の
式
典
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
昭
和

四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で

す
。

成
人
さ
れ
る
か
た
に
は
、
直
接
は
が

き
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
出
身
者
で
帰
省
し
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該

当
者
に
も
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
誘
い
願

い
ま
す
。

成
人
式
は
平
素
の
服
装
で

刺
〉
一

交
換
会

第
三
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〃
写
真
、

お
し
花
、
切
絵
展
〃
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

募
集
要
項
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

チ
ラ
シ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
出
展
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き
二
月
二
十
四
日
㈲
、
二
十
五

日
田
、
二
十
六
日
⑧

と
こ
ろ
文
化
会
館

主
催
第
三
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
実

行
委
員
会
、
高
萩
市
文
化
会

館

★
★
★
★
★
★
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・
高
浜
や

お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市
民
会
館

ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

妙
フ
〃
ツ
シ
ュ
男
女
募
集
″

Ｌ
毎
＆
一
勤
労
青
少
年
ホ
・
Ｉ
ム

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
、
そ
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
経
験
、
未

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

○
年
齢
十
五
歳
～
三
十
歳

（
独
身
の
か
た
）

○
練
習
日
毎
週
土
曜
日
、
午
後
六
時

三
十
分
～
九
時

○
練
習
場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

“
“
：
、
念
二
三
ｊ
七
一
七
七

年末年始の交通事故防止県民運動12月10日出～1月10日脚13



脅瀞爵蕊灘

織聴驫灘蕊

⑦日曜当番医弓

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
鈴
木
栄
さ
ん
有
明
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
協
同
病
院

十
六
万
八
千
五
百
五
十
円社

会
福
祉
へ

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と

八
千
五
百
七
十
四
円
社
会
福
祉
へ

○
市
村
博
さ
ん
有
明
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
大
森
む
め
さ
ん
高
戸

董
同
亀

雷
意
あ
り
が
と
う

ふるさとを一番感じる所

高萩高校グランド下の崖は，常緑で竹林もあり，朝夕，ふ

もとから寺の鐘が響き，ふるさとを一番感じる所です。

星を見る時は， この崖の上で， また，見下ろす夜景はすば

らしいです。

春には崖の上に桜が咲きます。
よし え

高萩市美術協会会員斉藤淑江

’

（
）

第
十
四
回
新
春

と
き
一
月
五
日
附
～
六
日
勘

高
萩
市
民
マ
ラ
ソ
ン

五
日
㈱
、
午
前
五
時
出
発
一

一
と
き
一
月
二
十
二
日
⑪
六
日
鯛
、
午
後
八
時
帰
着
一

一
種
目
別
一
雨
、
五
ｍ
、
十
ｍ
と
こ
ろ
栗
子
国
際
ス
キ
ー
場

一
出
場
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
対
象
者
親
と
子
（
小
学
生
以
上
）

市
内
の
事
業
所
、
学
校
に
勤
募
集
人
員
二
十
組
（
四
十
人
）

務
、
通
学
し
て
い
る
か
た
・
参
加
費
二
万
円
（
親
子
で
）

（
市
外
の
か
た
は
オ
ー
プ
ン
申
込
期
間
十
二
月
十
二
日
側
～
二
十
一

参
加
と
し
て
認
め
ま
す
。
）
一
日
㈱
（
先
着
順
）

｜
参
加
費
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン
内
容
親
子
で
楽
し
む
ス
キ
ー
入
門
一

一
、
五
○
○
円

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
へ

三
○
○
円
念
二
三
’
二
五
五
二

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

ス
キ
ー
帽
（
二
十
個
）
社
会
福
祉
へ

○
む
つ
み
手
芸
ク
ラ
ブ

五
千
円
社
会
福
祉
へ

つ
と
む

○
小
野
務
さ
ん
本
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
エ
イ
ト
ワ
ン
ホ
ウ
会
（
四
十
人
）

二
万
円

社
会
福
祉
へ

囮
寄
贈
・
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

か
つ
よ

○
渡
辺
凱
代
さ
ん
安
良
川

○
木
内
順
一
さ
ん
北
茨
城
市

新
本
寄
贈

の
ぶ
お

○
北
畠
暢
男
さ
ん
本
町

○
長
山
義
一
さ
ん
日
立
市

ら
ん
し
ゅ
う

蔦
祉
へ
第
二
回
高
萩
市

特
別
展
示
○
中
国
蘭
州
市
の
児
童
に
よ

る
絵
画
・
書
の
展
示

青
少
年
美
術
書
道
展
○
故
伊
藤
龍
馬
先
生
の
市
報

云
福
祉
へ

本
町
と
き
一
月
十
四
日
出
か
ら
十
八
日
掲
載
ス
ケ
ッ
チ
画
展

し
の
一
部
㈱
の
五
日
間
（
十
五
日
日
、
入
場
料
無
料

Ｔ
人
）
十
六
日
側
は
九
時
～
十
四
時
※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

云
福
祉
へ
三
十
分
、
そ
の
他
は
九
時
～
課
へ
壷
二
三
’
二
三
一

二
十
時
三
十
分
）

俵
萠
子
講
演
会
心
閥
Ｕ

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

安
良
川
一
般
展
示
○
市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
圃
．
と
き
一
月
十
八
日
㈱
午
後
二
時

札
茨
城
市
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
二
十
分
～

校
の
絵
画
及
び
書
（
硬
筆
を
と
こ
ろ
文
化
会
館

本
町
含
む
。
）
の
展
示
講
師
俵
萠
子
（
婦
人
・
家
庭
・

日
立
市
（
幼
稚
園
・
保
育
所
園
は
絵
教
育
問
題
を
中
心
に
し
た
社

画
の
み
。
）
会
評
論
や
作
家
と
し
て
活
躍

中
）

副
謹
；
蝿
議
定
鮮

館
申
込
先
一
月
十
日
㈹
ま
で
に
、

育

費
を
添
え
て
、
市
民
体

体

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
｜
議
会
事
務
局
、
秋
山
小
学
校
へ

民

市
宮
三
’
三
○
八

親
子
ス
キ
ー
教
室

と
き
一
月
五
日
附
～
六
日
勘

ノ
ソ
ン

五
日
㈱
、
午
前
五
時
出
発
一

六
日
鯛
、
午
後
八
時
帰
着
一

皿、

と
こ
ろ
栗
子
国
際
ス
キ
ー
場

ふ
た
は
、
対
象
者
親
と
子
（
小
学
生
以
上
）

O

猟

L コ

》
一
一
Ｉ

銭
灘
鍵
識
辮
率
騨
灘
蝿
鍾
錘
雛
雑
蕊
織
蕊
鱗
癖
灘
蕊
篠
灘
議
葵
議
蕊
韓
辮
蕊

蕊鍵蕊灘蕊鱗鍵鍵議灘蕊議鱗蕊辮驚議譲蕊

12月の納税

I固定資産税
｜都市計画税

（第3期）

国民年金（12月分）

納期限： 12月26日

人

世

I

ユ
－テレフォンサービス「市政案内」は23－〃51 ．〃52て．す－ 14

1月1日

1月8日

1月15日

1月22日

1月29日

立花医院

戸医院

十王医院

高萩協同病院

飯島医院

樋渡医院

|東本町
安良川

十王町

安良川

大和町

大和町’ 22-2202

22 3512

23 2318

32-3266

23－1122

22-2235


